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1. 社団法人日本病理学会の財務状況に対する評価・提

言」について

理事会では，今後の本学会の健全な運営を目指し，会務

の点検の一環として現在の財務の状況に関する監事の意見

を求めておりました。先ごろ，両監事より以下の答申をい

ただきましたので，今後の運営の参考とさせていただきま

す。

この答申は理事会内のみではなく広く会員の皆様にもお

示しし，ご意見があればいただき，よりよい道を探りたい

と考えております。
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はじめに

平成15年5月22日付けの「現行の学会財務の評価につ

いて（依頼）」のお手紙を頂き，我々は事務局での財務状況

の説明を受け，慎重に調査した。我々の評価・提言を，こ

こにまとめましたのでご報告する。

評価・提言内容

1.現在おこなわれている諸事業の適格性，それに使用さ

れる経費使用の妥当性の判断

(支出総額）

収入に見合った支出総額でなければならず，収入に見

合った事業計画，人件費を含めた管理費の予算執行でなけ

ればならない。収支決算書をみると，出版関係と管理費が

大半を占めており，新しい事業をおこすなどということは

無理とみられる。（社）日本病理学会の会員数が約4,000人

の規模に見合った事業・支出総額がどの程度であるかの判

断は難しいが，同程度の規模の学会と本学会の比較調査も

行ったので，この比較も後述する。

(出版関係）

学会誌発行経費が4,000万円弱を占めており，これは異

常なる高額支出の最大の原因である。学会誌としての

「Pathology International」は発行経費の年次別推移をみ

ても，評価が高まる傾向があり，経費は減少しており，コ

ストパフォーマンスは健全であると言える。年2回の発行

の日病会誌の経費が1,000万円以上であるのは，コストパ

フォーマンスの上から問題があるのではないかと指摘した

い。病理専門医部会の学術誌「診断病理」については，病

理専門医の会費合計が高くなるという不満の声があるの

で，その存在意義について再度検討した方が良いであろう。

(支部に対する補助金）

日常の病理業務において深い関わりをもつのが支部活動

であり，各支部活動を盛り上げ，またそれぞれの支部が行

う各種の学術集会への補助を増やしていくことが望まし

い。

(病理専門医資格更新のための生涯学習基準と単位）

病理専門医資格更新のための生涯学習基準と単位が定

まっているが，その実態は広く知られていないものが多い。

定期的に見直したり，実態の調査，一般会員への広報（学

術集会名，日時，プログラム，会費など）といった改善が

望ましい。

(国際交流活動）

先進国病理学会との交流，学会員の国際派遣などを行っ

ているが，アジア・アフリカなどの若い病理学者を積極的

に受け入れる事業も考えることが望ましい。

(後継者育成事業）

将来の病理専門医・病理学者をどのように発掘，育成し

ていくか，積極的な事業が望ましい。

(医学部学生対策）

将来の病理専門医・病理学者の育成のため，医学部学生

の段階からアプローチする事業が望まれる。

(社会への活動）

社会において，病理専門医・病理学者の活動が認識され
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ることが少ない。この啓蒙活動がより一層望まれる。

2.管理費として使用される経費の使途と金額の適格性の

判断

(管理費・人件費）

大学の病理学教室から離れて別個のところに事務所を設

け，事務局を維持するために管理費総額が約3,400万円を

占めており，中でも人件費が約2,000万円弱占めている。社

団法人化し，また本学会がより活性化している状況の中で，

経費がかかるのはやむを得ないことと判断する。会議や打

ち合わせなどがインターネットで行われるようになると，

より経費のかからない場所へ事務局を移動することも一考

に値するのではないだろうか。

3.経費削減のための勧告

(各種の会議費）

各種の委員会などへの会議について，顔をつき合わせて

話し合うのが本当であるが，各委員が全国にわたり，日程

調整の難航や交通費がかさむことを考えると，インター

ネット，メールでの会議開催で省エネをはかるのが望まし

い。

4.増収のための勧告

(認定病院の認定，登録施設の登録）

認定病院の認定，登録施設の登録にあたって，各病院，施

設から幾分の費用を徴収してもいいのではないか。

(賛助会員の拡大）

賛助会員が現在5社と少ない。拡大が望まれる。

5.会費値下げの可能性に関する意見

(会費）

正会員，特に学術評議員の年会費が20,000円であること

は，国内学会と比較しても大変高額である。その上，多く

の会員（約1,800人）が病理専門医部会員の会費も払わなけ

ればならないことも考え合わせると，下げることが望まし

いのではあるが，現状をみると会費の値下げを行うことは

無理であると判断する。

(病理専門医会計）

病理専門医資格更新のためには，各種の学術集会へ参加

し，それなりの費用負担をしないと単位修得ができない仕

組みになっているのに，更新の手続きの費用をさらに徴収

しているのは二重に負担を強いている。病理専門医資格更

新の費用は減額するのが望ましい。

(病理専門医部会会計）

病理専門医部会は約1,700名の会員から6,000円を徴収

して収入が約1,400万円，支出の殆どが「診断病理」刊行経

費で約700万円である。「診断病理」の刊行を続けても会費

は半分でよいと考えられ，また刊行を止めれば特別に病理

専門医部会の会費を徴収する必要はないと考える。

6.他の学会との財務状況の比較検討

病理学会と他の4学会の平成14年度の財務状況を比較

した。学術集会の参加費が高く，特別会計にする学会もあ

るので，これを除いた収支をもとに比較した。

病理学会が会員数に比較して，1)年会費が高いこと，

2)会費収入が多いこと（会費納入率も高い），3)収入合計

が多いこと（補助金収入も多い)4)管理費の占める割合が

高いこと，という特長が示された。

7.その他

(固定資産）

固定資産として，病理学学術医療振興基金約1億円，病

理学国際交流基金約2,000万円がある。こういう特別財産

の使途について考えなければならない。平成15年度の新規

事業をみてもその合計は250万円でしかない。現状であれ

ば，新規事業はまず無理としか言えないが，本学会の益々

の発展のためには必要である。新規事業については，病理

学学術医療振興基金約1億円から少しずつ捻出することを

考えてみてはどうかと提言する。

2. 常任理事会報告（平成16年1月～3月）

◎第10回（平成16年1月23日（金））

1.次期日本医学会長及び副会長候補者を推薦した。

2.三宅坂総合法律事務所 弁護士 児玉安司氏と顧問

契約を締結した。

3.秋期特別総会世話人の公募に伴い，世話人の役割が変

化してきていることに鑑みて，世話人の総会への提案，

関与，権限などについて審議した。引続き学術委員会で

検討することにした。

4.次回の日本病理学会カンファレンス，技術講習会を企

画したいとの学術委員長の提案を了承した。

5.平成16年度厚労省科研費補助金（先端的基盤開発研

究事業）として，「病理検体を先端医学研究に広範に利

用するための将来的要件の検討」と題する研究計画書を

提出した。

6.厚生労働省医政局長より，死体解剖資格認定要領の一

部改正についての通知があった。会報（1月刊）で周知

することにした。

7.放射線障害防止法改正の動向について，常任理事会で

フォローすることにした。

8.拡大将来構想計画委員会記録のまとめを了承し，これ

を学会ホームページに掲載することにした。

9.2月23日の理事会，役員会の議題・資料を審議し，整
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理した。

◎第11回（平成16年2月13日（金））

1.第95回（平成18年度）学術集会（総会）会長の立候

補者に3名（須田耕一，坂本穆彦，福島昭二）の応募が

あった。いづれも候補者の資格を有するので，理事会に

諮る（投票）ことにした。

2.本学会から平成17年度科研費補助金審査員の推薦者

を選考した。

⑴ 第2段審査員推薦者に3名（前年度と同じ）。

⑵ 第1段（人体病理学及び実験病理学）審査員推薦者

に各18名。前年度の候補者に新規各6名を選出した。

3.2月12日，厚労省医政局総務課池田氏から病理診断施

設開設の疑義解釈について，精査が必要なので時間が欲

しいとの中間回答があった。

4.2月13日，規定改正後の第1回倫理委員会を外部委員

の出席を得て開催し，「病理検体の帰属」や「病理業務

の社会へのアピール」等について審議した。審議の要旨

は近日公表する予定である。

5.長村常任理事から，病理専門医制度運営委員会（1月

27日）の主な事項の報告があった。

⑴ 細胞診講習会は，本年度は全国規模では1回のみで

あるがこれで済むかその対応を検討している。

⑵ 認定病院資格（新規・更新）に精度管理面を導入す

ることを検討している。

⑶ 病理専門医認定のための病理研修目標を委員会で最

終調整中である。

6.名誉会員規定により，名誉会員有資格者337名に5段

階のアンケートを行った。その結果，120名の名誉会員

の推戴を理事会に諮ることにした。

7.新学術評議員名簿を了承した。

8.1月26日，内保連例会が開かれ，厚労省への平成16年

度診療報酬改定要望書の提出報告等があった。

9.1月27日，日本臨床衛生技師会から専門技師認定制度

への協力要請があった。

10.2月6日，日本外科学会，日本内科学会，日本病理学

会，日本法医学会による医療事故に関する協議会が開か

れた。これまでの8回の検討委員会（最後が1月29日）

を経て，協議会で「診療行為に関連した患者死亡の届け

出について―中立的専門機関の創設について―」のア

ピールが採択された。今後は，実務委員会にゆだねられ

るが，本学会からの委員に根本則道理事（従来の検討委

員），黒田 誠新理事を選んだ。

◎第12回（平成16年3月30日（火））

1.平成16年度各種委員会委員には，各委員長の推薦資

料をもとに一部調整をして常任理事会案としてまとめ

た。次回理事会で決定する。

2.追加事業計画の提出期日を4月20日までとした。

3. 第49回日本病理学会秋期特別総会（癌研究会癌研究

所）の決算報告を承認した。

4.平成14-15年度監事から提出のあった「社団法人日本

病理学会の財務状況に対する評価・提言」を会報等で周

知することにした。

5.病理専門医研修カリキュラムについては，アンケート

（4/5締切）の実施中であり，その結果により病理専門医

制度運営委員会で審議することになっている。併せて理

事会，総会に諮る予定である。

6.5月14日に平成16年度第1回倫理委員会を開催する

ことにした。

7.第1回リスクマネジメント委員会を近々開催する予

定で，日程調整を行うことにした。

8.企画委員会に2つのアドホックの委員会（病理検査技

師の諸問題検討（仮称），一人病理専門医の在り方検討

（仮称））を設置することにした。

9.今後の理事会（5/中旬，6/8）及び総会（6/10）等の議

題を検討した。なお，学術集会時に学術委員会開催を計

画する。

10.日本製薬団体連合会（日薬連）から，「学会等寄付取り

まとめ窓口の変更」通知があったので，関係者に周知す

る。

11.日本呼吸器学会小委員会から依頼のあった特発性間

質性肺炎の病理診断講習会（仮称）を，後援することに

した。

12.日本感染症学会から依頼のあった「感染症専門医受験

資格の対象者の専門分野拡大」に対する意見について

は，病理専門医制度運営委員会で審議して対応すること

にした。

お知らせ

1. 2003年度IAP日本支部学術奨励賞の受賞者につい

て

2003年度IAP日本支部学術奨励賞」は，相島慎一（九

州大学），森谷鈴子（済生会滋賀県病院;現在国立名古屋病

院），長尾俊孝（東京医科大学）の3名の先生方が受賞され

ました。表彰は，平成15年11月20日の第43回IAP日本

支部総会の席上で行われ，表彰状と副賞が授与された。
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2. 第36回内藤記念科学振興賞・海外学者招へい助成金

の受賞候補者の推薦について

申込み締切り:平成16年10月1日（ただし，海外学者

招へい助成金前期は平成16年6月1日，

後期は平成16年10月1日）

連絡先:(財）内藤記念科学振興財団事務局

〒113-0033 文京区本郷3-42-6 NKDビル

TEL 03-3813-3005 FAX 03-3811-2917
 

3. 千里ライフサイエンス技術講習会について

(1) 第35回「GFPを使ったFRETイメージング―生

きた細胞で情報伝播を可視化する―」

会 期:平成16年7月8日

(2) 第36回「質量分析を中心としたプロ解析法」

会 期:平成16年8月11日

(1)及び(2)共通

会 場:千里ライフサイエンスセンター

連絡先:(財）千里ライフサイエンス振興財団技術

講習会G35係またはG36係

〒560-0082 豊中市新千里東町1-4-2

千里ライフサイエンスセンタービル

TEL 06-6873-2001
 

FAX 06-6873-2002
 

4.藤原科学財団「藤原セミナー（平成17年度開催）」の募

集について

申込み締切り:平成16年7月31日

連絡先:(財)藤原科学財団事務局

〒104-0061 中央区銀座3-7-12

王子不動産銀座ビル

TEL 03-3561-7736 FAX 03-3561-7860

日本病理剖検輯報既刊分の一部整理

この度，剖検輯報の在庫を整理いたすことになりました。情報は電子化して保存い

たします。処分に際して，ご希望の方に在庫分を頒布したいと思います。

ご希望の方は，事務局までご連絡下さい。なお，数量に限りがございますのでご希

望に添えない場合もありますことを，ご了承ください。

2004年5月末日までお申込を受け付けます。

頒価 1輯から 21輯 各10,000円

22輯から 24輯 各15,000円

25輯から 40輯 各20,000円

理 事 長 森 茂郎

剖検情報委員会委員長 根本 則道

日本病理学会事務局

TEL:03-5684-6886 FAX:03-5684-6936
 

E-mail:jsp＠ma.kcom.ne.jp
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